
大村市政だよ 昭和39年6月10日

bこの「市政だよりJは町務連絡員

の方を通じて市内の全世帯にもれ

なく配布するようにしていますo

pもし、お宅の近所で「市政だより」

が届いていないところがありまし

たら町務連絡員へ届け出るよう知

らせてあげてください。
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ハ
こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
〉

O 

大
村
が
離
島
の
玄
関
口
に

美
津
島
町
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

本
邦
最
西
端
の
孤
島
で
あ

る
対
島
と
本
土
が
空
か
ら

交
流
で
き
る
よ
う
に
な
b

六
万
島
民
は
非
常
に
喜
ん

で
い
き
す
。
本
航
路
は
貴

地
を
基
点
と
し
、

今
後
の

文
化
、
経
済
危
ど
貴
市
と

の
交
易
は
深
く
な
る
も
の

と
期
待
い
た
し
ま
す
。

美
津
島
町
長
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
交
か
ん

五
月
三
十
一
日
、

対
島
と

の
空
路
が
開
か
れ
、
大
村
が

離
島
対
島
と
の
玄
関
口
と
な

b
ま
し
た
。

今
ま
で
は
対
島
と
い
え
ば

大
変
遠
い
と
こ
ろ
と
考
え
が

ち
で
し
た
が
、
こ
の
航
空
路

の
開
設
で
約
一
時
間
で
九
州

本
土
と
対
島
が
結
ば
れ
、
行

政
上
も
経
済
的
に
も
便
利
に

-
E
Dま
し
た
。

こ
れ
を
機
会
に
大
村
市
長

と
美
津
島
町
長
が
つ
ぎ
の
よ

う
な
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
交
か
ん
し
、
い
っ
そ
う
の

友
好
を
深
め
ま
し
だ。

大
村
市
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

対
島
美
津
島
町
と
空
を
結

ぶ
友
好
の
紳
が
実
現
し
、

ー

ー

!

演

習

|
|
|

貴
地
と
科
学
文
化
の
思
恵

園
大
多
武
演
習
場
で
手

b

で
あ
る
空
路
で
結
ぼ
れ
た

う
弾
投
け
六
月
十
二
日

こ
と
は
非
常
に
意
義
深
く

-
池
田
射
撃
場
で
実
弾
射

今
後
こ
れ
を
契
機
と
し
て

撃
六
月
二
十
九
日

t
六
月

相
互
の
親
密
感
を
深
め
た

;

三
十
日

い
と
存
じ
ま
す
。

税金は納期内に
私たちが市民として納めなければ

ならない税金はいろいろあり、そし

τこの税金には納めなければならな
い期限が必歩ついておりますが、と

もすれば忘れがちです。

市では税金を軽くしてできるだけ

納めやすいようにつとめでは語りま

すが、納税者のみなさんもできるだ

け納税組合に加入して、納期内に納

めていただくようにお願いします。

なお、国民健康保険税の納期は今

まで毎月の12期となっていましたが

今年からカ月毎の 8期に変ってい

ます。

市税の納期はつぎの表のと語りで

す。

青
少
年
弁
論
大
会

ポ
ス
タ
ー
展

七
月
一
日
よ

b
「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
が
全
国

的
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
の
一

環
と
し
て
、

青
少
年
弁
論
大
会
と
ポ
ス
タ

ー
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
六
月
二
十
日
(
土
〉

午
後

一
時
三
十
分

場
所
市
中
央
公
民
舘

出
場
者
と
作
品

弁
論
大
会
!
市
内
と
東
彼
杵

町
の
中
、
高
校
生

ポ
ス
タ
ー
作
品
展

市
内
と
東
彼
杵
町
の
小
、

中
校
生
の
作
品

労
務
職
員
を
公
募

市
で
は
労
務
職
員
を
公
募

し
ま
す
。

マ
職
種

清
掃
夫
看
護
助
手

マ
受
験
資
格

①
市
内
に
住
居
を
有
す
る
人

②
学
歴
は
別
に
聞
い
ま
せ
ん

③
清
掃
夫
六
月
一
日
現
在

で
満
十
六
才

t
三
十
五
才

ま
で
の
男
子
看
護
助
手

六
月
一
日
現
在
で
満
十
六

才

t
=一
十
才
ま
で
の
女
子

マ
試
験
日
六
月
二
十
七
日

マ
受
付
期
限
六
月
二
十
五
日

マ
申
込
用
紙
は
人
事
課
ま
た

は
各
出
張
所
で
交
付
。

く
わ
し
い
こ
と
は
人
事
課

へ
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い

月 税 目

4月 | 固定資産税 I 1期
5 ~ I軽自動車税 | 全期

国民健康保険税 1期

6月 | 固定資産税 2期

i ~ I市開 I ~期
国民健康保険税 2期

8月 | 国定資産税

自月[市開税 I ;期
国民健康保険税 3期

¥1 JI I市県蹴 I !期
国民健康保険税 4期

12月 | 固定資産税

1月 i市県民税 I ~期
国民健康保険税 5期

3月 国民健康保闘¥ 6期

税金の納期ー覧表

。39年度に限り固定資産税1期分は5月
国民健康保険税1期分は4月です。
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お
し
ら
せ
申

O
S
o
D
R
A
S
E

腸
チ
フ
ス
・
パ
ラ
チ
ヲ

ス
の
予
防
接
種

腸
チ
フ
ス
・
パ
ラ
チ
フ
ス

予
防
接
種
を
つ

ぎ
の
要
領
で

実
施
し
ま
す
。

、該
当
す
る
か

た
は
も
れ
な
く
接
種
し
て
く

だ
さ
い
。

マ
該
当
者

三
才
か
ら
六
十
才
ま
で
。

マ
接
種
要
領

初
め
て
接
種
さ
れ
る
か
た

は
、
一
週
間
最
き
三
回
接
種

(=一
回
実
施
し
な
い
と
効
果

が
あ
り
ま
せ
ん
)
し
、
追
加

参なマー免
し沿料回疫
て当金接者
く H 棋は
だはいすい
き 母 Pる十
い子一ま 。れ
O 手せか

l院んの
を。日
持:に

鯉
の
幼
魚
を
う
り
ま
す

幼
鯉
の
予
約
を
党
け
つ
け

て
い
ま
す
。

申
込
場
所
と
期
限

六
月
二
十
五

いいま
で
、
市

の
農
林
許
。

価
格四
セ
ン
チ
か
ら
五
セ
ン
チ

実施場所 | 第一回 | 芳二回 | 第三回

中央公民舘 I 1/ I 1/ I 

清和国 I6l'123 1 I 6月30日 I7月 7ヨ

萱瀬出張所 I '~ I 11 I 
松原出張所 |叩 4日 I7月 1日 I7月 8日

福重出張所 i 11 11 /ノ

鈴 R出張所 I6月25日 I7月2日 I7月 9日

市立病院 i 1/ ノ/ 1/ 

間 出張所 |四 6日 I7月 3日[叩O目

実施日時及む場所

※時間はいずれもl時30分から3時30分まで

郷配の
の七 イ寸も
浦月月の
上十日で
養 三と三
魚、日場円
場市所か
0、内ら

杭五
出円
津。

家
庭
教
育
学
級
を

開
き
ま
す

市
の
中
央
公
民
舘
で
は
、

一一
般
家
庭
が
健
全
℃
あ
る
究

め
に
、
改
め

て
家
底
生
活
の

問
題
乞
ふ
り
か
え
っ
て
み
よ

う
と
父
親
や
母

親

ま

だ

子

供
の
い
な
い
夫
婦
、
未
婚
の

男
女
な
ど
を
対
象
F
、
つ
ぎ

の
と
お
り
家
庭
教
育
学
級
を

開
設
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
進

ん
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

V

期
日
と
時
間

六
月
二
十
五
日
か
ら
来
年

三
月
ま
で

毎
月

一
回
矛
四
木
曜
日

午
後
七
時
三
十
分
よ
り

V
会
場

市

中
央
公
民
舘

V

定

員

六

十

名

V

内
容

・
家
庭
生
活
の
現
状
と
問
題

点
を
、
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

・
民
主
社
会
に
お
け
る
望
ま

し
い
家
庭
像
は
、
ど
う
あ

¥ 

〆

1
1

地
図
作
成
の
測
量

l
l

熊
本
卦
政
局
で
は
つ

ぎ
の

比三
区
の
通
信
地
凶
を
改
め
て

作
る
た
め
、

測
量
を
行
な
い

ま
す
。
該
当
す
る
地
区
花
関

係
の
あ
る
方
の
ご
協
力
を
岩

願
い
し
ま
す
。

一
期

間

六

月

下

匂

一
該
当
地
区

黒
丸
郷
、
竹
松

一
郷
富
ノ
原
郷
、
今
津
郷、

一
原
口
郷
、

小
路
口
郷
、
荒
瀬

一
郷
、
原
郷
、
宮
代
郷
、
田
下

老
令
、
障
害
母
子
福
祉

一
郷
‘
中
岳
郷
、
黒
木
郷

年
金
の
受
蛤
者
は
毎
年
六
月

ー
ーー

ま
で
に
所
得
朕
況
岡
本
L

す
ま

せ
な
い
と
九
月
期
か
ら
の
支

給
が
受
け
ら
れ
な
い
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ま
だ
治
す
み
で

友
い
方
は
い
ま
ず
ぐ
市
保
険

年
金
課
ま
た
は
出
張
所
で
届

出
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

れ
ば
よ
い
川
か
0

・
詳
し
い

糸
一括
に

お
け
る
家

族
の
川
町
剖
は
、
ど
ち
あ

μ

ば
よ

い
カ
Q

V

受

講

料

無

料

受
講
希
望
石
は
、
六
月
二

十
日
ま
で
に
い
巾
中
央
公
民
舘

(
電
話
て

七一
一
一
九
)
へ
申
し

込
ん
で
下
さ
い
。

福
祉
主
金
の
所
得
状
況

届
は
す

ω
ま

レ
に
か

ミ
カ
ン
栽
出
の

入
植
者
λ

ド
募
集

県
で
は
ξ

カ
ン
裁
培
を
希

望
す
る
人
の

た
め
に
、
西
彼

杵
半
島
の
崎
拓
地
へ

の
入
植

を
寸
す
め

て
い
ま
す
。

マ
入
植
す
る
と

こ
ろ

西
彼
杵
郡
大
瀬
戸
町

マ
入
楠
時
期

六
月
下
匂

1
七
片
上
旬

マ
申
込
期
限

と
場
所

六
月
十
五
日

市
の
農
林
課

マ
入
植
応
募
資
格

山
開
拓
の
熱
意
が
あ
り
三

町
歩
の
経
営
能
力
が
あ
る

も
の
必
作
令
二
十
ト
f

川
上
の
夫

帰
一弔
伎
で
今
-民
健
ぷ
で
稼

伯
力
主
符
ず
る
こ
と

，

ω住
宅
そ
の
他
の

恥
訟
の

補
助
融
資
以
外
の
自
己
貸

担
金
を
十
分
調
達
で
き
る

こ
と

配
準
備
資
金
の
最
低
必
要
額
は

四
十
五
万
五
千
円
。

た
だ
し
現
地
入
植
時
に
す
ぐ

必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

く
わ
し
い
こ
と
は
市
農
林
謀

へ
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

発
明
巡
回
相
談
所
を

開
設
発
明
協
会
で
は
発
明
等
の

啓
蒙
を
か
ね
て
、
発
明
巡
回

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

意
匠
登
録
、
新
築
特
許
な

ど
の
問
題
や
手
続
き
な
ど

ε

ん
左
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

マ
臼
時
六
月
十
三
日

午
前
十
時
よ

D

V
場
所
市
の
商
工
水
産
課

マ
講
師
発
明
協
会
よ

b

一
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
映
画
会
教
育
委
員
会
で
は
オ
リ
シ
ビ
ッ
ク
に
た
い
す
る
即
解
が
一
深
め
一

一
て
い
た
だ
く
た
め
、
つ
ぎ
の
と
沿
り
映
画
会
を
開
き
ま
す
。

V

日

時

六

月

十

九

同

一

一

七
時
三
十
分
よ
り
十
時
ま
で

V
場
所
中
央
公
民
舘

V

上
映
フ
ィ
ル
ム
オ
リ
ジ
ピ
ァ
一

一

ク

東

京

へ

の

道

斗

魂

の

記

録

栄

光

の

道

V

料

金

い

り

ま

せ

ん

。
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